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１．趣旨 

 

（１）事業の概要 

 

本研究事業では、学生の修得度向上、歯科衛生士の資質向上を目指

し、先端技術ＶＲを活用した新たな教材開発と教育有効性を実証研究す

ることで歯科医療分野の新たな遠隔教育システム、実践モデルを構築す

ることを目的としている。 

  

ＶＲを活用し３次元（立体的）に学ぶことは２次元（平面）画像で学

ぶよりも理解度が向上することは医師、歯科医師、看護師養成といった

医療系教育分野でも報告が上がっているが、歯科衛生士教育ではＶＲを

活用した遠隔授業は日本初の試みである。 

本事業を通じてＶＲを活用した教育コンテンツとして確立すること

で、他校の歯科衛生士学校、医療系他分野へも水平展開することでさら

なる歯科衛生士教育・医療教育の発展に寄与できると考える。 

 

上記を踏まえ、今年度は、歯科衛生士分野においてＶＲを活用した遠

隔教育コンテンツの作成および実践モデルの構築を目的として、効果的

な科目・コンテンツ抽出のための調査にはじまり、ＶＲ遠隔授業教育コ

ンテンツの作成と実施マニュアル作成、一部学生への実証試験運用およ

びその検証まで行うものとした。 

 

なお、今年度内に作成完了する遠隔教育コンテンツとしては「口腔解

剖学」「解剖学」を完成させた。「口腔生理学」「生理学」のＶＲを活用

した遠隔教育コンテンツの作成および実践モデルの構築準備は同時進行

しており、完成は次年度の課題としている。 

次年度はこれらの継続開発中の遠隔教育コンテンツの完成および実践

モデルの構築の完了と当該授業科目受講対象となる学生への本格導入・

検証を目指す。この検証を踏まえて、作成したコンテンツの改訂および

新コンテンツ開発の討議、さらに他校に水平展開するための課題抽出・



 

 

4 

修正に取り掛かるものとする。 

 

 

（２）事業の実施意義や必要性について 

 

本事業代表機関である日本医歯薬専門学校（以下「本校」）歯科衛生

士学科において入学時の年齢を見てみると高校新卒が 44.5％であるのに

対して、既卒の方が 55.5％（令和 2年度）となっており、働きながら学

ぶ、育児や介護をしながら学ぶという学生が 60％を超える。 

このような年齢・背景の違いは、画一的な歯科衛生士教育を許さなく

なり、多様な環境にある学習者に対応できるような「学びやすい」教育

環境の拡充が求められることは必然である。 

 

その「学びやすい」歯科衛生士教育環境の実現のために必要なこと

は、学校での対面学習以外の自己学習システムの開発、またその利便性

の追求である。つまり、さまざまな環境にも対応できる「遠隔教育」の

実現であるが、当然、本校でも全学科において令和 3年度から遠隔授業

は実施している。これにより学びの多様性を支えることを可能にしてき

た。 

 

 

高校新卒

44.5%
既卒

55.5%

入学時年齢構成
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しかし、歯科衛生士教育の高度化に加えて、上述のように既卒者も多

くさまざまな背景を抱えた学生が在籍している現在、遠隔システムを使

って授業を行うだけで「学びやすい」歯科衛生士教育の構築を達成した

とは言いきれない。それだけでは学生の修得度向上は難しいと考えてい

る。なぜなら、遠隔教育では対面教育と異なりカメラやマイク経由の情

報しか表示されないため、互いの反応をつかみにくくなりがちである。

そのため、学生は集中し続けることが難しく、教員の方でも万一学生が

理解できない状況にあっても学生の方から積極的に訴えかけない限りそ

の状況をリアルタイムに把握しにくくなるデメリットが生じてしまうわ

けである。さまざまな年齢・背景の違いを乗り越えて「学びやすい」を

達成するためには、遠隔教育環境でもよりいっそう「理解しやすい」ツ

ール開発を追求することが必要であり、そうしてはじめて落伍者を出す

ことなく、高い教育効果を実現するにいたると考えている。 

 

そこでいっそう高い教育効果の実現を求めた本校が着目し採用した先

端技術がＶＲとなる。ＶＲを使用した歯科医療分野の新たな遠隔教育シ

ステム、実践モデルの構築は、本校の歯科衛生士教育のみならず、他校

の歯科衛生士学校、医療系他分野へも水平展開することでさらなる歯科

衛生士教育・医療教育の発展に寄与できると考えている。 

 

では、どの科目のどういった教育箇所を新たなコンテンツとして開

発・構築する必要性があるのか、従来の対面型教育ですら理解の難しい

コンテンツはなかったか、まずは対策すべき優先的コンテンツとしてそ

れを把握し、そしてその対策を実現する先端技術としてＶＲ採用に意義

があるのか、下記の活動をもって検証・考察した 

 

① ＶＲによる授業コンテンツ作成に関する調査研究 

② 専門教育初学者層へのＶＲの有効性に関する確認・検証 

 

以下、各活動の概要について説明する。 

① ＶＲによる授業コンテンツ作成に関する調査研究 
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遠隔授業コンテンツ作成にあたり、改めて作成を必要とするコンテ

ンツの把握とＶＲ活用の意義について、仮説を裏付ける調査研究を

行った。 

 

○調査 1 授業アンケート ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本事業代表機関である日本医歯薬専門学校では３年制歯科衛生士教

育を行っているが、学生の中には学習意欲の低下、学習不安等から

休学・退学といった選択をする者もいる。この傾向は１年次に多く

見られ「ある特定の科目群」の「つまずき」から陥りやすいことが

わかっている。 

加えて、この「ある特定科目群」への本事業での取り組みが歯科衛

生士として重要な専門科目に繋がること、国家試験の出題傾向、合

格率においても高い相関関係があることから、この「つまずき」へ

の対応は、学生の修得度向上のみならず、歯科衛生士の資質向上を

目指すことにも貢献するものと考えている。 

そこで、ＶＲ化を図るだけの高い意義あるコンテンツ抽出に向け

て、この「ある特定の科目群」とその科目群に「つまづく理由」に

ついて調査・確認した。 

また、調査にあたっては、他校への水平展開も踏まえて、本校だけ

の特性にとらわれないように、他の本事業構成機関や姉妹校の学生

も調査対象とした。 

 

＜評価・調査内容＞ 

選択式設問により「苦手科目」「苦手な理由」調査を実施する。 

あわせて「苦手な理由」については、調査実施者による回答項目の

恣意的な偏りが生じないよう自由回答も用意した。 

 

 

○調査 2 定期試験・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学生が「つまづく理由」について、実際の試験結果から調査・分析

を行った。 
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＜評価・調査内容＞ 

本事業代表機関である日本医歯薬専門学校の「令和３年度 口腔解

剖学Ⅰ 前期定期試験」の文章問題、図画像問題の回答結果（正答

率）から、学生が理解に困難な傾向となる教育コンテンツの傾向を

把握した。 

 

 

② 専門教育初学者層へのＶＲの有効性に関する確認・検証 

ＶＲが歯科衛生士専門教育初学者に対する遠隔教育の有効手段であ

ることを本事業では見込んでいる。 

そこで、この見込みの正当性を図るべく、対入学希望者を対象に行

っているオープンキャンパスＶＲを使った初めての学びを体験して

いただき、その操作性や理解のしやすさを聴取し、需要者の視点か

らのＶＲの受け入れやすさや有効性検証を確認・検討した。 

＜評価・調査内容＞ 

令和３年１２月１９日日本医歯薬専門学校オープンキャンパス歯科

衛生士学科参加者を対象にＶＲ授業体験をしていただいた。 

 

※各活動の分析結果については、 

それぞれ、別項「２．ＶＲによる授業コンテンツ作成に関する調査研究」

「３．専門教育初学者層へのＶＲの有効性に関する確認・検証」 

を参照のこと 
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（３）事業の内容について 

 

本年度は歯科衛生士分野においてＶＲを活用した遠隔教育コンテンツ

の作成および実践モデルの構築を目指し以下の活動をした。 

 

① 遠隔授業コンテンツの作成 

② 教案の作成とＶＲコンテンツ授業の検証 

③ 教員へのＶＲ研修 

 

以下、各活動内容について説明する。 

① 遠隔授業コンテンツの作成 

実際に遠隔授業コンテンツをＶＲで作成する。 

その目標は 

✓ 学習者が不得手とする立体構造を空間認知的にとらえ、専

門基礎分野の学びを深めることで、歯科衛生士の学びにお

ける汎用性のある知識の礎を構築する。 

✓ 学習者に興味を持たせることで、能動的学習を促す。 

こととなる。 

 

作成対象となる科目は以下の４科目となった。 

（ア）解剖学 （イ）口腔解剖学 （ウ）生理学 （エ）口腔生理学 

 

本年度は事業開始の遅れに伴い、このうち、（ア）解剖学、（イ）口

腔解剖学のＶＲコンテンツ制作を完了させた。 

※（ウ）生理学、（エ）口腔生理学は継続して開発中。 

 

作成したコンテンツは次ページの通りである。 

※各コンテンツのより具体的紹介（画面例含む）については、 

別項「４．遠隔授業コンテンツの作成」を参照のこと 
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(ア)解剖学 

前期「解剖学」の授業にて、下記コンテンツを導入と総括に

て全編視聴させるほか、授業内にてカテゴリーごとに部分的

に使用する目的で、VR 映像のみ 8 パターン、解説つき 4 パ

ターンで下記コンテンツを作成した。 

 

□作成コンテンツ(★：解説つきコンテンツ作成) 

⚫ 人体各部位 

➢ 体の方向用語 ★ 

➢ 矢状断面図 3 点 ★ 

⚫ 骨格系(頭蓋除く) 

➢ 全身骨格 ★ 

➢ 胸郭 

➢ 脊柱 

⚫ 循環 ★ 

 

(イ) 口腔解剖学 

前期「口腔解剖学」の授業にて、下記コンテンツを導入と総

括にて全編視聴させるほか、授業内にてカテゴリーごとに部

分的に使用する目的で、VR 映像のみ 14 パターン、解説つ

き 4 パターンで下記コンテンツを作成した。 

 

□作成コンテンツ(★：解説つきコンテンツ作成) 

⚫ 頭蓋 

➢ 頭蓋 2 点 ★ 

➢ 外頭蓋底・内頭蓋底 2 点 ★ 

➢ 蝶形骨 ★ 

➢ 下顎骨 

⚫ 頭頸部の筋 

➢ 咬筋 

➢ 側頭筋 
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➢ 内側翼突筋 

➢ 外側翼突筋 

➢ 舌骨上筋群 

⚫ 脳神経 

➢ 脳神経 3 点 ★ 

 

さらに、「口腔解剖学」は令和３年度本事業内において、教案作

成、実証授業による検証まで実施完了した。 

 

実際の授業における本格導入については、令和４年度の新入生入学

にあわせて行い、さらに、実証の上、見直し、改訂を図るものとす

る。 

 

② 教案の作成とＶＲコンテンツ授業の検証 

作成したＶＲによる遠隔教育コンテンツが高い教育効果をあげるた

めの活用方法の 確立を目指すために、まずは「口腔解剖学」につ

いて学生への本格的運用に向けて、まずは「コマシラバス」や「学

習指導案」を作成した。 

さらに、そのコンテンツとコマシラバス、学習指導案の有効性を検

証するために、実証授業およびアンケートを実施した。 

 

③ 教員へのＶＲ研修 

歯科衛生士教育の最前線にいる本校の教員に対して、医療現場への

３Ｄ化の状況と医療用ＶＲコンテンツについての講義と体験、作成

したＶＲコンテンツ体験を実施した。 
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（４）事業の今後の実施計画について（継続性、発展性） 

 

本年度は前項の通り、「解剖学」「口腔解剖学」についてＶＲによる新

コンテンツ完成させたわけだが、合わせて、「口腔解剖学」について

は、教案の作成から実証授業の実施と検証まで行った。 

 

令和４年度は「ＶＲを活用した遠隔授業プログラムの完成」のために 

・ 初年度で開発したコンテンツを実証し、その結果を踏まえ、より

効果的・効率的な導入ができるように改訂を行う。 

・ 事業開始時期の遅れにより開発継続中の「生理学」「口腔生理学」

のコンテンツ完成と教案作成、実証を行う。 

・ 実証結果を踏まえ、新コンテンツ開発の討議をする。 

・ 他校に水平展開をするための課題抽出・修正を行い、水平展開用

のモデルシラバスを作成する 

ものとする。 

 

さらに、令和５年度は「ＶＲを活用した遠隔授業の更なる発展と他校

への水平展開」によって、歯科衛生士教育の更なる発展と歯科衛生士の

資質向上、今後の先端技術を使用した授業展開のベースを作るために 

・ 前年度に検証した結果を基に新規コンテンツの開発を行う。 

・ 既存のＶＲコンテンツを一部改訂し、より使いやすいコンテンツ

に仕上げる。 

・ 他校への水平展開のための教員研修を行う。 

・ 他校へ水平展開を行う 

ものとする。 

 

以上によって、さらなる歯科衛生士教育・医療教育の発展に寄与する

ことを目標としている。 
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２．ＶＲによる授業コンテンツ作成に関する調査研究 

（１）調査１ 授業アンケート 

 

学生にとっての苦手科目と学習を苦手とする理由について、歯科衛生

士を目指す専門学校学生 335人からアンケートにて聞き取った。 

なお、対象とした学校は本校独自の理由に影響されないように、本校

（昼間部・夜間部）学生の他、新東京歯科衛生士学校、東京医薬専門学

校の昼間部・夜間部の学生に協力いただいた。 

 

 

155

141

138

136

102

95

91

83

46.3%

42.1%

41.2%

40.6%

30.4%

28.4%

27.2%

24.8%

口腔解剖学

微生物学・口腔微生物学

生理学

解剖学

病理学・口腔病理学

薬理学・口腔薬理学

口腔生理学

化学、生物

苦手な科目（３つまで選択 上位回答）

%は回答率
（n=335）

日本医歯薬専門学校

（昼間部）

73

日本医歯薬専門学校

（夜間部）

71

新東京歯科衛生士学校

（昼間部）

90

新東京歯科衛生士学校

（夜間部）

84

東京医薬専門学校

（昼間部）8

東京医薬専門学校（夜間部）9

授業アンケート協力学生335名内訳
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① 大変に苦手な科は「口腔解剖学」と「解剖学」 

 

苦手な科目第１位は「口腔解剖学」（回答率 46.3%）となった。回

答者の約半数近くが苦手としている。 

さらに、関連性のある「解剖学」（回答率 40.6%）の苦手意識も大

変高かった。 

 

「口腔解剖学」は歯科衛生士にとって必要不可欠な基礎知識であ

り、入学後、早期から学び始める学習内容の一つである。しかも

この学びの影響は単なる基礎「知識」習得レベルにとどまらな

い。実技を行うときの「技術」の大事な土台にもなる重要な学び

なのである。目に見えないところのイメージまでも含めて、正確

に患者さまの口腔内を施術できるのは、口腔解剖学への理解が根

底にあるからである。この学びを苦手であることは看過し得ない

状況であり、新たな教育手法を開発することは急務である。 

 

また、口腔という局部だけの解剖学知識だけで解剖学知識は完結

しえないことは当然である。全身の解剖学の基礎知識を念頭に置

いた上で、局部的な口腔解剖学の知識を進めることが必要とな

る。「解剖学」を苦手のままにしてはおけない。しかも、がん患者

の術後の回復への口腔ケアでのサポート等、チーム医療の一員と

して歯科衛生士の活躍の場が広がるにつけ、「解剖学」は他の医療

職との基本的な交流のツールになる大事な学問でもある。その点

でも「解剖学」の学びの重要性はいっそう高まってくるものであ

る。 

かように重要な科目である「口腔解剖学」「解剖学」を苦手として

いる学生が多い事態が本調査結果から明らかとなった。対応が急

務である。 
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② 関連科目「生理学」と「口腔生理学」の苦手も大変目立つ 

 

「口腔解剖学」と「解剖学」の関連性と似た関係性を持つ科目で

も苦手傾向が見られた。それが「生理学」と「口腔生理学」であ

る。 

「口腔生理学」への苦手意識は回答率 27.2％あり（「口腔解剖

学」ほどまでの苦手度ではないとはいえ）それでも３割近い苦手

意識は見過ごせない高さである。 

しかも、関連して履修しておくべき「生理学」への苦手意識はさ

らに高く４割(41.2％）もある。 

 

歯科治療患者さまが、さまざまな合併症を持っていることがある

など、口腔領域と全身性疾患との関連性が近年重要視されてきて

いる。（前述の「解剖学」と「口腔解剖学」同様に）全身的な「生

理学」の学びと、局部の「口腔生理学」の学びのそれぞれに対し

ても、今ある苦手意識を軽減できる教育手法の開発が必要であろ

う。 
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③ 「専門用語がわかりにくい」ために苦手 

 

では、どんなところが苦手なのだろうか。 

第１位は「専門用語がわかりにくい」であった。 

自由回答においても 

「専門用語が難しいことに加え量が多いため覚えられません」 

「とにかく専門用語が多いので、頭の中で整理しにくい」 

「口腔解剖学は専門用語だらけな上に覚える量が多く、とても大

変でした」等、やはり「専門用語」の難しさや多さを訴える回答

が多く見られた。 

 

専門分野の「初学者」が「専門用語がわかりにくい」と感じるこ

とは（歯科衛生士や医療分野以外でも）多くの専門分野で起こり

うることであり、専門分野初学者には起こりがちな結果と言え

る。 

そしてその「わかりにくい専門用語」で書かれている専門教科書

の「文章が難しい」と感じられることもまた、多くの専門分野で

起こりうることである。 

246

125

123

116

65

62

62

31

26

73.4%

37.3%

36.7%

34.6%

19.4%

18.5%

18.5%

9.3%

7.8%

専門用語がわかりにくい

教科書の文章が難しい

部位と機能のつながりがわかりにくい

部位の位置が覚えられない

実物が想像しづらい

漢字の読み書きが難しい

授業の進度が早い

実物が想像しづらい

計算が難しい

苦手な理由（３つまで選択 上位回答）

%は回答率
（n=335）
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そのような「専門用語」が多くて「文章が難しい」と感じられが

ちな専門教育初学者に対しては、専門学校ではその責務として、

学びの動機づけをしっかり行い、難しさにもめげない学習習慣を

身に着けさせることで対応することが基本となる。これは今後と

も引き続き継続していくことである。 

それに加えて、本事業の取り組みで先端技術ＶＲを活用すること

で学習対象が理解しやすい教材を開発することは、「とにかく専門

用語が多いので、頭の中で整理しにくい」ことで戸惑いがちな初

学者の頭の中の整理を助けることになるだろう。 

 

 

④ 「部位と機能のつながり」「部位の位置」がわかりにくくて苦手

特に「口腔解剖学」「解剖学」「生理学」苦手学生が目立つ 

 

前項のような、分野を問わず多くの専門教育初学者に多く見られ

がちな、いわば普遍的な苦手理由「専門用語がわかりにくい」「教

科書の文章が難しい」に続き、大変に目立った苦手理由がある。 

 

それが 

「部位と機能のつながりがわかりにくい」 

「部位の位置が覚えられない」 

である。 

 

これらの苦手理由は、医療分野ならではと言えるものである。他

の専門分野でも多く見られやすい苦手理由ではないだろう。歯科

衛生士・医療分野の学生を教育する立場として、これには特別な

苦手対策が必要となる。 

 

そこで、苦手な理由についてさらに踏み込んで調べるべく、自由

回答を見ると、次のような回答傾向が発見された。 
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・ 部位と場所が一致しなかったので難しかった 

（苦手科目：解剖学／口腔解剖学／生理学） 

 

・ 位置と言葉を理解するのが難しいです 

（苦手科目：解剖学／口腔解剖学／病理学・口腔病理学） 

 

・ 単純に暗記しないといけないこと何で仕方がないが、事象や

事柄が想像したり関連付けにくいので覚えにくい 

（苦手科目：解剖学／生理学／微生物学・口腔微生物学） 

 

・ 実際に手元に模型がなかったので部位と名称を紐づけて覚え

るのが大変でした 

（苦手科目：口腔解剖学） 

 

・ カラーのイラストでもっと図を見たい 

（苦手科目：口腔解剖学／生理学／口腔生理学） 

 

・ わかりやすい図や表が欲しい 

（苦手科目：口腔解剖学／生理学／病理学・口腔病理学） 

 

・ プリントがわかりづらい 

（苦手科目：解剖学／口腔解剖学／生理学） 

 

歯科衛生士・医療分野の学生として、初めて学ぶたくさんの「部

位の位置」やそれぞれの「機能・役割」を覚えることに、学生は

大変苦労しているのである。 

しかも、初めて学ぶこれらの身体の中の部位や機能というもの

は、そもそも立体的なものであり、立体的に相互に関連づいて機

能しているものである。それを紙（教科書、プリント）やスライ

ドという平面の中で理解することには限界がある。 

それでも、円買う授業ではなく対面授業であれば、模型等で個別
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に見せ、学生に覗き込ませることで補うこともできるだろうが、

それとても学生全員に行うことは困難である。遠隔授業の場合、

一人ひとりの学生全員に、手元の小さな模型を理解できるまで自

由に覗かせることなどなおさら難しい。動画で学生に一斉に見せ

るという手法も考えられないわけではないが、それだけでは学生

が受動的にただ見るだけで終わってしまい、最も効果的な学習成

果を挙げられるわけではない。 

 

だからこそ、遠隔状況であっても、一人ひとりの学生が理解でき

るまで自主的に能動的に自由に操作できて、覚えやすく、イメー

ジしやすくできる教材開発が必要となり、それを実現できる先端

技術ＶＲを活用した新たな教育コンテンツ開発の価値は大変高い

ものといえるのである。 

 

では、このような「部位と機能のつながりがわかりにくい」「部

位の位置が覚えられない」という学生が苦手としてあげていた科

目は何であろうか。 

 

それが「口腔解剖学」「解剖学」「生理学」であった。 

また、「口腔生理学」も「部位と機能のつながりがわかりにく

い」回答者に関しては 10.6%おり、決して少なくない。 

（次ページグラフ参照） 

人体の各部位についての科目が苦手になってしまっているわけで

ある。 

これらの科目で学ぶ、人体の中に複雑に存在する各部位を正確に

把握し、理解するためには、「空間把握」能力が求められること

となる。 
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そこで、空間把握に適した先端技術であるＶＲを活用した教育コ

ンテンツこそ、まさにこれらの科目対策としては有効であり、開

発が急がれるものであると考えるものである。 

  

16.0%, 59

14.4%, 53

15.4%, 57

13.6%, 50

10.6%, 39

8.4%, 31

7.3%, 27

10.6%, 39

1.4%, 5

0.3%, 1

2.2%, 8

26.1%, 91

18.4%, 64

13.8%, 48

13.8%, 48

6.9%, 24

7.2%, 25

7.8%, 27

3.4%, 12

0.0%, 0

0.0%, 0

2.6%, 9

口腔解剖学

解剖学

生理学

微生物学・口腔微生物学

病理学・口腔病理学

化学、生物

薬理学・口腔薬理学

口腔生理学

病理学・口腔病理学

薬理学・口腔薬理学

科目回答なし

「部位と機能のつながりがわかりにくい」回答者の苦手学科

「部位の位置が覚えられない」回答者の苦手学科

42.1%

32.8%

27.3%

17.5%

15.6%

15.1%

14.0%

29.2%

%は各回答構成比
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（２）調査２ 定期試験 

 

下グラフは本校歯科衛生士学科１年生「口腔解剖学Ⅰ」前期定期試験

結果（全６０問の正答率）である。 
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設問数は全６０問であるが、そのうち図画像問題（設問 41〜50）の正

答率とその他の文章問題正答率と比較し確認してみる。 

図画像問題になると、正答率平均が 17.6 も低下している。 

 

さらに、上位１０％の正答率平均だけ抽出してみる。 

すると上位者でさえ、11.3 の低下が見られている。 

 

この画像問題で使用されている画像は、教科書とは違うものを採用し

ている。学んだ図画像と角度が違うだけである。しかし、それだけで実

際に正答率が落ちてしまっている。空間把握がしっかりとできていない

からこその結果である。「部位と機能のつながり」「部位の位置」への真

の理解が苦手な学生のために、空間把握のし易い教材開発が必要であ

る。  

66.7

49.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

文章問題

図画像問題

正答率平均

差17.6

91.3

80.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

文章問題

図画像問題

上位10%正答率平均

差11.3
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付録：調査資料 

 

調査１ 授業アンケート 

(ア) アンケート回答データ一覧 

学
校
名
・
学
科
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い

そ
の
苦
手
な
科
目
の
授
業
で
、
あ
な
た
に
と
っ
て
「
こ
こ
が
難
し
か
っ
た
」
「
○

○
が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
」
点
や
、
今
後
こ
う
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
な
ど
に

つ
い
て
、
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
前
の
設
問
回
答
に
関
わ
ら
ず
、
思
う
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
）

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

苦
手
な
理
由
は
な
ん
で
す
か
？

3
つ
ま
で
選
択
し
て
く
だ
さ
い

下
記
の
科
目
の
中
か
ら
苦
手
科
目
を

3
つ
ま
で
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い
名
称
を
覚
え
る
の
が
大
変
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

専
門
用
語
が
難
し
か
っ
た

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

プ
リ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

分
か
ら
な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

プ
リ
ン
ト
が
わ
か
り
づ
ら
い
、
レ
ジ
ュ
メ
を
工
夫
し
て
欲
し
い
。
練
習

問
題
が
ほ
し
い
。
自
分
が
ち
ゃ
ん
と
覚
え
ら
れ
て
い
る
か
確
認
で
き
な

い
の
が
辛
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

パ
ワ
ポ
が
も
う
ち
ょ
っ
と
文
字
の
羅
列
ば
か
り
で
な
く
、
重
要
な
点
が

わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い
特
に
無
し

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

覚
え
方
難
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

カ
タ
カ
ナ
の
名
前
が
多
く
て
覚
え
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

特
に
な
い
で
す

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い
テ
ス
ト
が
難
し
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

機
能
の
役
割
や
仕
組
み
が
難
し
く
て
覚
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
欲
し
い
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

先
生
の
説
明
が
分
か
り
ず
ら
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

計
算
が
難
し

い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

骨
や
筋
肉
な
ど
数
が
多
く
、
名
前
を
覚
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

と
に
か
く
専
門
用
語
が
多
い
の
で
、
頭
の
中
で
整
理
し
に
く
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

プ
リ
ン
ト
は
各
自
で
印
刷
す
る
の
で
は
な
く
学
校
か
ら
配
布
し
て
ほ
し

い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

生
理
学
は
細
胞
の
種
類
や
役
割
が
い
く
つ
も
あ
り
覚
え
き
れ
ま
せ
ん
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

病
理
学
は
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
難
し
か
っ
た
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

他
の
教
科
は
噛
み
砕
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
る
が
、
病
理
学

は
教
科
書
読
ん
で
る
み
た
い
に
難
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

ほ
ぼ
教
科
書
を
読
む
だ
け
の
授
業
の
先
生
も
い
て
悲
し
い
で
す
。
自
分

の
言
葉
で
工
夫
し
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い
な
し

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

説
明
が
聞
い
て
て
難
し
い
で
す

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

わ
か
り
や
す
く
授
業
を
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

覚
え
る
も
の
が
お
お
く
て
大
変

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

授
業
の
進
度

が
早
い

覚
え
る
内
容
が
多
い
た
め

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

先
生
の
声
が

小
さ
く
て
聞

こ
え
な
い

先
生
の
声
を
も
っ
と
大
き
く
し
て
ほ
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
的
な
こ
と
が
多
く
理
解
が
追
い
つ
か
ず
覚
え
き
れ
な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

先
生
の
説
明

が
わ
か
り
に

く
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

全
体
的
に
わ
か
り
に
く
、
、

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

位
置
と
言
葉
を
理
解
す
る
の
が
難
し
い
で
す
。
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

先
生
方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
説
明
が
あ
ま
り
無
い
先
生
は
も
っ
と
、
分

か
り
易
い
よ
う
に
説
明
を
入
れ
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

配
信
動
画
の
解
説
が
少
な
く
感
じ
た
た
め
、
非
常
に
難
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

講
義
の
説
明

が
不
十
分
で

す

口
腔
解
剖
学
は
先
生
は
教
科
書
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
、
補
足
説

明
が
ほ
し
い
で
す
。
病
理
学
は
教
科
書
と
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
の
で
特

に
ど
こ
が
重
要
な
部
分
か
も
う
少
し
要
約
し
て
ほ
し
い
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

覚
え
る
こ
と

が
多
い

わ
か
り
や
す
い
図
や
表
が
欲
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

病
理
学
・
動
画
で
の
授
業
で
あ
れ
ば
何
度
か
見
直
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
が
、
授
業
で
は
動
画
と
変
わ
ら
ず
の
ペ
ー
ス
で
理
解
す
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
。
対
面
で
は
ペ
ー
ス
が
早
く
、
内
容
を
掘
り
下
げ
る
説
明

も
無
い
の
で
対
面
の
意
味
が
無
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

解
剖
学
・
体
の
仕
組
み
を
覚
え
る
の
に
大
変
で
す
が
、
覚
え
て
理
解
す

る
し
か
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

化
学
は
元
素
記
号
な
ど
も
覚
え
る
し
か
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

他
の
教
科
で
も
先
生
に
よ
っ
て
は
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
し
て
く
れ

る
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
理
解
し
や
す
い
と
の
差
は
感
じ
ま

す
。

夜
間
な
の
で
、
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
効
率
よ
く
学
び
た
い
で
す

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

先
生
の
声
が

小
さ
く
て
聞

こ
え
な
い
事

と
、
プ
リ
ン

ト
を
記
入
す

る
だ
け
で
、

具
体
的
な
説

明
を
し
て
く

れ
な
い
か
ら

で
す
。

先
生
の
声
が
小
さ
く
て
聞
こ
え
な
い
、
ま
た
、
音
声
の
調
子
が
悪
く
聞

こ
え
な
い
事
な
ど
、
授
業
を
き
ち
ん
と
し
た
ら
体
制
で
受
け
ら
れ
な
い

事
が
幾
度
か
あ
り
ま
す
。
今
後
改
善
を
希
望
し
ま
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

・
ど
の
教
科
も
教
科
書
が
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
あ
っ
ち
み
た
り
、

こ
っ
ち
み
た
り
と
、
一
貫
性
が
な
く
て
ま
と
め
づ
ら
い
。

・
先
生
の
方
で
ま
と
め
プ
リ
ン
ト
や
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
頂
い
て
い
る

と
と
て
も
あ
り
が
た
い
が
、
教
科
書
が
あ
る
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い

の
で
買
う
の
が
勿
体
な
い
。

・
ス
ラ
イ
ド
が
あ
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
そ
れ
を
見
な
が
ら
授
業
を

進
め
て
い
た
だ
け
る
と
分
か
り
や
す
い
。

・
口
腔
解
剖
の
授
業
で
後
半
、
先
生
の
顔
だ
け
写
っ
て
模
型
を
使
っ
て

教
科
書
も
読
ま
ず
に
進
め
ら
れ
て
、
本
当
に
意
味
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

終
わ
っ
た
授
業
が
あ
っ
た
。
復
習
プ
リ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け

ど
、
そ
う
い
う
の
が
な
く
、
先
生
の
話
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
。
紙

芝
居
の
よ
う
な
用
語
を
書
い
た
紙
を
ズ
ー
ム
で
写
す
と
き
も
一
瞬
す
ぎ

て
何
を
い
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
っ
た
。

・
病
理
学
の
女
の
先
生
は
教
科
書
を
読
み
、
授
業
を
進
め
て
い
た
が
、

句
読
点
な
く
息
継
ぎ
も
な
く
、
棒
読
み
で
読
む
の
が
下
手
す
ぎ
て
頭
に

入
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
と
、
小
テ
ス
ト
の
解
答
が
教
科
書
と
別
の
言
い

方
で
あ
っ
た
り
と
混
乱
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
時
は
事

前
に
別
の
言
い
方
を
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

口
腔
解
剖
プ
リ
ン
ト
と
説
明
が
順
番
通
り
で
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

も
ち
ろ
ん
全
部
覚
え
る
事
が
望
ま
し
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、

薬
品
名
や
化
学
式
そ
の
他
の
専
門
用
語
の
覚
え
方
を
教
え
て
ほ
し
い
。

化
学
式
を
し
っ
か
り
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

参
考
ま
で
に
見
と
い
た
ほ
う
が
い
い
く
ら
い
な
の
か

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

神
経
の
機
能
・
走
行
、
歯
牙
の
形
態
・
特
徴
、
微
生
物
の
種
類
の
多
さ

が
難
し
い
と
感
じ
た
。

内
容
が
や
や
こ
し
く
細
か
い
と
こ
ろ
は
ゆ
っ
く
り
話
し
て
欲
し
い
の

と
、
問
題
を
解
く
と
覚
え
や
す
い
の
で
国
家
試
験
の
よ
う
な

4
択
や
、
暗

記
重
視
で
記
述
式
の
復
習
プ
リ
ン
ト
を
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
。
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

口
腔
微
生
物
の
資
料
が
見
に
く
い
で
す
。

解
剖
学
は
小
テ
ス
ト
か
ら
定
期
試
験
の
全
貌
が
全
く
見
え
ず
、
小
テ
ス

ト
も
定
期
試
験
の
形
式
に
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ

た
。
薬
理
学
に
つ
い
て
は
授
業
自
体
は
と
て
も
面
白
い
の
で
す
が
、
薬

の
名
前
が
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

生
理
学
は
難
し
い
け
ど
桑
原
先
生
が
た
く
さ
ん
資
料
作
っ
て
く
れ
た
り

色
ん
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
で
楽
し
く
勉
強
で
き
た
。
解
剖
も
一
緒
に

や
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
病
気
と
関
連
付
け
て
教
え
て
く
れ
る
と
と
て
も

理
解
し
や
す
い
。
ま
た
そ
の
病
気
が
知
ら
な
い
病
気
で
も
授
業
内
で
説

明
し
て
く
れ
る
の
で
夜
間
部
に
と
っ
て
は
と
て
も
勉
強
し
や
す
い
と
お

も
い
ま
す
。
あ
と
写
真
が
教
科
書
は
少
な
い
の
で
写
真
を
使
っ
て
説
明

し
て
く
れ
る
と
授
業
受
け
て
る
感
じ
が
す
る
。
病
理
、
微
生
物
、
は
文

面
が
多
い
の
で
個
人
的
に
は
先
生
の
方
で
も
う
少
し
資
料
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
と
助
か
り
ま
す
。
先
生
方
が
働
い
て
い
る
の
を
理
解
し
て
く

れ
て
、
丁
寧
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
働
き
な
が
ら
も
勉
強
で
き
る
の

は
医
歯
薬
の
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

内
容
を
理
解
す
る
の
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

わ
か
ら
な
い
言
葉
ば
か
り
で
難
し
か
っ
た
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

専
門
用
語
が
難
し
い
で
す

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

専
門
用
語
ば
か
り
で
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

小
テ
ス
ト
の
前
に
も
う
少
し
勉
強
時
間
が
欲
し
い

全
て
の
用
語
を
わ
か
っ
た
体
で
話
さ
れ
る
の
が
し
ん
ど
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

用
語
が
難
し
く
頭
に
は
い
ら
な
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

線
を
引
く
と
こ
ろ
が
長
い
と
覚
え
ら
れ
な
い
、
単
語
穴
埋
め
か
、
赤
い

文
字
で
書
い
て
欲
し
い
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
用
語
が
難
し
い
で
す

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

物
質
の
名
前
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

何
が
な
ん
な
の
か
内
容
が
繋
が
ら
な
い
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

最
初
か
ら
専
門
用
語
ば
か
り
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

ど
こ
が
大
事
な
の
か
わ
か
ら
ず
テ
ス
ト
勉
強
が
や
り
ず
ら
か
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

カ
ラ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
で
最
も
図
を
見
た
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

も
う
少
し
、

1
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
欲
し
い
で
す
。

わ
か
る
前
提
で
教
え
ら
れ
て
は
難
し
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

配
布
資
料
が
見
に
く
か
っ
た

要
点
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

講
義
資
料
が
何
が
大
事
だ
か
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
色
々
書
き
す

ぎ
て
て
。
あ
と
講
義
資
料
が
な
い
も
の
は
勉
強
し
に
く
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

文
字
が
多
す
ぎ
て
ど
こ
に
注
目
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い
計
算
が
苦
手
で
で
き
な
か
っ
た
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
用
語
と
そ
の
意
味
が
難
し
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

資
料
の
字
が
細
す
ぎ
て
読
み
ず
ら
い

進
む
の
が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

授
業
中
に
理
解
し
よ
う
と
資
料
と
教
科
書
を
見
て
る
と
授
業
に
追
い
つ

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
プ
リ
ン

ト
が
わ
か
り

に
く
い

授
業
プ
リ
ン
ト
を
空
欄
を
作
っ
て
書
け
る
様
に
し
て
ほ
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

国
試
対
策
な
の
か
定
期
試
験
対
策
な
の
か
わ
か
り
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

聞
い
た
事
な
い
用
語
や
漢
字
が
多
く
て
難
し
い
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

薬
理
学
の
用
語
が
い
ち
い
ち
分
か
り
づ
ら
か
っ
た

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

資
料
の
文
字
が
多
さ
と
密
集
さ
で
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

も
う
全
て
が
難
し
い
で
す
。
特
に
生
理
学

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

計
算
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

も
う
少
し
早
め
に
資
料
や
コ
マ
シ
ラ
バ
ス
が
も
ら
え
た
ら
予
習
の
参
考

に
し
や
す
い
で
す
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

専
門
用
語
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

微
生
物
の
授
業
難
し
く
て
つ
ら
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

説
明
や
プ
リ

ン
ト
が
分
か

り
に
く
い

レ
ジ
ュ
メ
の
見
出
し
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
う
少
し
分
か
り
や
す

く
し
て
欲
し
い
。

説
明
が
理
解
し
に
く
い
。

(話
方
な
の
か
わ
か
ら
な
い

)

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い
単
語
が
難
し
く
て
頭
に
入
っ
て
こ
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
少
し
早
い
の
と
説
明
が
分
か
り
ず
ら
か
っ
た

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

初
め
て
の
教
科
な
の
で
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
難
し
い
と
お

も
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

計
算
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

漢
字
や
カ
タ
カ
ナ
や
計
算
が
難
し
か
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

短
い
時
間
で
授
業
内
容
を
詰
め
込
み
そ
の
上
復
習
時
間
一
切
な
く
小
テ

ス
ト
を
行
う
た
め
身
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
な
い
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
し
く
覚
え
る
単
語
ば
か
り
で
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
難
し

か
っ
た
で
す
。
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

難
し
い
用
語
を
理
解
す
る
ま
で
大
変
だ
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

た
く
さ
ん
漢
字
が
出
て
き
て
似
た
よ
う
な
作
用
が
あ
っ
た
り
し
て
難
し

か
っ
た
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

微
生
物
は
、
先
生
の
配
布
資
料
が
教
科
書
進
む
の
が
バ
ラ
バ
ラ
出
し
、

赤
字
と
か
で
書
い
た
り
せ
ず
全
て
重
要
み
た
い
に
な
っ
て
く
る
の
で
ど

こ
を
ど
う
や
っ
て
覚
え
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
し
、
分
類
で
も
わ
か

ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

想
像
が
な
か
な
か
つ
か
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

用
語
と
部
位
だ
っ
た
り
役
割
が
繋
が
ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

資
料
が
分
か

り
ず
ら
い
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

特
に
は
な
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

早
口

覚
え
る
こ
と
が
多
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

用
語
を
し
っ
か
り
繋
ぎ
合
わ
せ
る
の
が
苦
手
で
難
し
い
で
す
。

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

早
口

授
業
の
進
み
が
早
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
用
語
が
難
し
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

計
算
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

1
回
の
授
業
の
内
容
が
多
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

難
し
い
漢
字
や
単
語
の
覚
え
方
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
で
す

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
内
で
理

解
で
き
な
い

解
剖
学
に
つ
い
て
は
名
称
だ
け
で
な
く
、
臓
器
の
働
き
に
つ
い
て
等
も

う
少
し
結
び
つ
け
て
覚
え
や
す
い
事
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

化
学
や
生
物
、
薬
理
に
つ
い
て
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
資
料
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
　
つ
い
て
い

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
重
要
な
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
教
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

口
腔
解
剖
学
は
専
門
用
語
だ
ら
け
な
上
に
覚
え
る
量
が
多
く
、
と
て
も

大
変
で
し
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

神
経
系
が
難
し
く
て
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
用
語
や
、
仕
組
み
が
難
し
く
て
覚
え
る
の
が
困
難
だ
っ
た
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

部
位
と
場
所
が
一
致
し
な
か
っ
た
の
で
難
し
か
っ
た
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

暗
記
項
目
に
関
し
て
、
語
呂
合
わ
せ
な
ど
を
紹
介
し
て
く
れ
た
ら
暗
記

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

微
生
物
学
：
配
布
資
料
は
行
間
の
無
い
状
態
で
び
っ
し
り
書
い
て
あ
っ

て
見
づ
ら
い
。
そ
の
上
講
義
で
話
し
て
い
る
こ
と
も
プ
リ
ン
ト
を
読
ん

で
い
る
だ
け
の
事
が
多
く
、
初
め
て
聞
く
内
容
な
の
に
頭
に
入
ら
な

い
。

プ
リ
ン
ト
で
進
め
て
い
く
な
ら
、
も
っ
と
工
夫
さ
れ
た
も
の
を
用
意
し

て
ほ
し
い
。

生
理
学
、
口
腔
解
剖
学
、
薬
理
学
に
つ
い
て
は
難
し
い
け
れ
ど
配
布
プ

リ
ン
ト
は
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

生
理
学
：
先
生
が
早
口
す
ぎ
る
と
思
う
が
、
「
生
徒
が
集
中
し
て
い
な

い
だ
け
」
と
言
っ
て
自
覚
が
な
い
様
子

解
剖
学
：
一
度
に
教
わ
る
範
囲
が
多
す
ぎ
る
。
教
科
書
に
線
を
引
く
ば

か
り
で
、
そ
の
言
葉
に
対
し
て
関
連
付
け
た
話
が
無
い
の
で
覚
え
ら
れ

な
い
。

薬
理
学
：
配
布
プ
リ
ン
ト
で
要
点
は
わ
か
る
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
穴
埋

め
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
書
く
こ
と
に
集
中
し
て
話
を
聞
く
こ
と
が

疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
始
め
か
ら
書
い
て
あ
る
も
の
を
配
っ
て

「
こ
こ
は
大
事
」
な
ど
と
指
摘
し
て
ほ
し
い
。
ス
マ
ホ
の
小
さ
な
画
面

で
、
ズ
ー
ム
に
し
て
次
の
ス
ラ
イ
ド
に
い
く
前
に
書
か
な
け
れ
ば
と
焦

る
の
で
、
説
明
を
聞
く
こ
と
に
集
中
で
き
な
い
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

用
語
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

カ
タ
カ
ナ
が

多
く
て
混
乱

す
る

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

資
料
が
多
す
ぎ
て
何
が
大
事
な
の
か
理
解
で
き
な
い
。
略
語
で
の
覚
え

方
や
楽
し
く
覚
え
ら
れ
る
方
法
を
教
え
て
欲
し
か
っ
た
。
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

授
業
の
進
度

が
早
い

授
業
は
楽
し
く
、
資
料
も
素
晴
ら
し
く
て
大
好
き
な
の
で
す
が
、
追
い

つ
け
ま
せ
ん

…
。

重
要
な
科
目
な
の
で
、
も
う
少
し
授
業
数
時
間
を
増
や
し
て
し
っ
か
り

取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

単
純
に
暗
記
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
何
で
仕
方
が
な
い
が
、
事
象
や

事
柄
が
想
像
し
た
り
関
連
付
け
に
く
い
の
で
覚
え
に
く
い
、
あ
と
授
業

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

授
業
の
進
度

が
早
い

授
業
も
楽
し
く
て
、
資
料
も
素
晴
ら
し
く
て
、

で
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
て
追
い
つ
け
ま
せ
ん

…

重
要
な
科
目
な
の
で
、
も
う
少
し
授
業
時
間
を
増
や
し
て
し
っ
か
り
教

え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

自
分
に
理
系
の
基
礎
知
識
が
足
り
な
い
状
態
で
入
学
し
て
、
ど
ん
ど
ん

講
義
が
進
行
し
て
い
く
の
で
、
自
習
で
追
い
つ
く
の
が
大
変
で
し
た
。

入
学
前
や
講
義
開
始
前
に
シ
ラ
バ
ス
な
ど
で
、
各
教
科
ご
と
に
知
っ
て

お
く
べ
き
基
礎
的
ポ
イ
ン
ト
を
開
示
し
て
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
進
め
て
欲
し
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

計
算
が
難
し

い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い



 

 

45 

 

 

 

 

 

 

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

解
剖
学
の
授
業
資
料
が
分
か
り
に
く
か
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

練
習
問
題
な
ど
が
欲
し
い

た
だ
教
え
ら
れ
て
も
ど
う
い
う
風
に
問
題
と
し
て
出
題
さ
れ
る
の
か
い

ま
い
ち
わ
か
ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

教
科
書
を
読
む
だ
け
の
授
業
は
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

難
し
い
言
い
回
し
は
避
け
て
欲
し
い
で
す

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
中
に
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
箇
所
や
、
ス
ラ
イ
ド
を
覚
え
た
だ
け

で
は
解
け
な
い
問
題
が
試
験
に
出
題
さ
れ
難
し
か
っ
た
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

特
に
な
い
で
す

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

専
門
用
語
を
覚
え
る
と
こ

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学化
学
、
生
物

授
業
の
進
度

が
早
い

参
考
と
な
る

問
題
例
が
あ

れ
ば
理
解
し

や
す
い

先
生
の
説
明
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
か
が
解
ら
な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

送
ら
れ
て
く
る
資
料
の
大
事
な
所
の
太
文
字
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い
。
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日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

教
科
書
メ
イ
ン
で
進
め
て
ほ
し
い

東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

覚
え
る
こ
と
が
お
お
く
大
変
だ
っ
た

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

わ
か
り
や
す
い
語
呂
合
わ
せ
な
ど
を
教
え
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
昼
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

な
る
べ
く
対
面
授
業
に
な
る
と
あ
り
が
た
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

重
要
大
事
な
と
こ
は
ど
こ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
授
業
が
多
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

口
腔
衛
生
学
が
特
に
わ
か
ら
な
い
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
が
多
い
で
す
が
、
動
画
も
間
延
び
し
て
長
す
ぎ

る
し
、
授
業
資
料
も
カ
ラ
フ
ル
す
ぎ
て
ど
こ
が
重
要
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

印
刷
時
の
イ
ン
ク
代
も
か
か
り
ま
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

授
業
の
進
度

が
早
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

全
体
的
に
難
し
い
の
で
も
っ
と
簡
単
に
説
明
し
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま

す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

実
際
に
手
元
に
模
型
が
な
か
っ
た
の
で
部
位
と
名
称
を
紐
づ
け
て
覚
え

る
の
が
大
変
で
し
た
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

病
理
学
の
免
疫
系
の
説
明
が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
。
専
門
用
語
が
そ
の

ま
ま
で
説
明
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
全
て
を
知
ら
な
い
も
の
と
し
て

1
か

ら
話
し
て
欲
し
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

大
事
な
点
は
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
説
明
し
て
欲
し
い
。
要
点
は
ま

と
め
て
欲
し
い
で
す
。
た
だ
教
科
書
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
授
業
で

は
、
家
で
一
人
で
や
る
の
と
変
わ
ら
な
い
の
で
、
工
夫
し
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
欲
し
い
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

名
称
や
病
気
に
な
る
流
れ
な
ど
実
物
が
見
れ
な
い
た
め
わ
か
り
ず
ら
い

と
感
じ
た
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

授
業
が
分
か

り
に
く
い

授
業
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

分
か
り
や
す
い
授
業
と
の
差
が
激
し
い
。
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
資
料
を
配
ら
な
い
、
配
布
資
料
に
空
白
が
多
す
ぎ
て
、
記
入
に
精

一
杯
に
な
る
た
め
説
明
を
聞
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

授
業
内
容
が

分
か
り
に
く

い
時
が
あ
る

特
に
な
し

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
資
料
が

わ
か
り
づ
ら

い
。
聞
き
取

れ
な
い
。
口

腔
衛
生
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

口
腔
解
剖
学
、
ス
ラ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
授
業
資
料
が
貰
え
る
と
助
か

り
ま
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

病
理
学
で
授
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
穴
埋
め
の
所
が
分
か
ら
な
い
所

が
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
最
終
的
に
穴
埋
め
し
た
所
も
分
か
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

病
理
学
基
礎
の
授
業
で
、
プ
リ
ン
ト
内
の
専
門
用
語
や
内
容
の
説
明
が

分
か
り
づ
ら
い
、
説
明
が
あ
ま
り
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

教
師
の
指
導

方
法
が
分
か

り
づ
ら
い
。

そ
れ
か
ら
上

記
に
は
な
い

が
口
腔
生
理

の
重
要
点
が

掴
み
づ
ら

い
。

講
師
の
先
生
で
教
え
方
だ
っ
た
り
授
業
の
進
め
方
が
グ
ダ
グ
ダ
で
非
常

に
内
容
を
理
解
し
づ
ら
い
時
が
あ
り
ま
す
。
講
師
と
し
て
の
役
割
を
引

き
受
け
て
い
る
以
上
、
責
任
を
持
っ
て
指
導
し
て
ほ
し
い
で
す
。
国
試

が
不
安
で
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

難
し
い
言
葉
や
専
門
用
語
な
ど
は
、
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
説
明
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
授
業
の
進
む
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
、
プ
リ
ン
ト
の
穴

埋
め
を
写
し
て
い
る
間
に
説
明
を
さ
れ
る
と
説
明
が
頭
に
入
ら
な
い
の

で
あ
る
程
度
書
き
終
わ
っ
た
か
確
認
し
て
か
ら
説
明
に
入
っ
た
ほ
し

い
。
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新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

漢
字
の
読
み

書
き
が
難
し

い

病
理
学
。
教
科
書
と
授
業
資
料
が
対
応
し
て
い
な
い
の
で
復
習
し
辛

い
。
教
科
書
の
表
記
に
合
わ
せ
て
欲
し
い
。
授
業
中
の
先
生
の
説
明
も

不
十
分
で
理
解
で
き
な
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

説
明
が
分
か

り
づ
ら
い

説
明
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
り
声
が
聞
き
取
り
づ
ら
か
っ
た
り
ま
ま
な

ら
な
い
授
業
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
校
側
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
改
善
し
て
頂
け
る
と
助

か
り
ま
す
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

生
理
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

病
理
学
は
病
気
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
は
ず
の
科
目
だ
が
、
授
業
で
は
た

だ
資
料
を
読
み
上
げ
る
だ
け
で
解
説
の
理
解
が
で
き
ず
授
業
が
進
ん
で

し
ま
っ
た
た
め
苦
手
意
識
が
あ
る
。

口
腔
解
剖
学
は
三
次
元
的
に
捉
え
る
た
め
の
わ
か
り
や
す
い
資
料
が
ほ

し
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

上
記
に
は
な

か
っ
た
教
科

で
す
が
口
腔

衛
生
学
が
授

業
が
理
解
し

に
く
い

授
業
中
に
重
要
な
点
を
言
っ
て
欲
し
い
。
テ
ス
ト
前
も
同
様
な
ま
と
め

的
な
事
や
書
面
が
欲
し
い
。

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

資
料
が
わ
か
り
ず
ら
い

新
東
京
歯
科
衛
生
士
学
校
（
夜
間
部
）

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

先
生
が
全
然

説
明
し
て
く

れ
な
い
の
で

わ
か
ら
な
い

｢ス
ラ
イ
ド
を
読
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
｣
だ
け
で
は
な
く
し
っ
か
り
と

し
た
説
明
が
ほ
し
い
。
聞
き
た
い
の
は
臨
床
に
出
て
か
ら
先
生
に
相
談

す
る
と
か
そ
う
い
う
話
で
は
な
く
今
の
基
礎
知
識
な
の
で
し
っ
か
り
説

明
し
て
欲
し
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
定
期
テ
ス
ト
も
不
安
だ
し
、
今
後
の

国
試
も
不
安
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

一
つ
一
つ
の
言
葉
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

生
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

一
つ
一
つ
の
言
葉
が
難
し
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

微
生
物
の
プ
リ
ン
ト
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
も
う
少
し
絵
や
写
真
な

ど
を
入
れ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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東
京
医
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

病
理
学
・
口
腔
病
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
計
算
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

授
業
の
進
度

が
早
い

特
に
な
い
で
す

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

教
科
書
の
文

章
が
難
し
い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

計
算
が
難
し

い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

口
腔
生
理
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

授
業
の
進
度

が
早
い

専
門
用
語
が
難
し
い
こ
と
に
加
え
量
が
多
い
た
め
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

解
剖
学

口
腔
解
剖
学

薬
理
学
・
口
腔
薬
理
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学
化
学
、
生
物

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

部
位
の
位
置

が
覚
え
ら
れ

な
い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

も
っ
と
噛
み
砕
い
て
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
夜
間
部
）

口
腔
解
剖
学

生
理
学

化
学
、
生
物

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

計
算
が
難
し

い

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い

日
本
医
歯
薬
専
門
学
校
（
昼
間
部
）

生
理
学

口
腔
生
理
学

微
生
物
学
・
口
腔
微
生
物
学

専
門
用
語
が

わ
か
り
に
く

い

部
位
と
機
能

の
つ
な
が
り

が
わ
か
り
に

く
い
選
択
肢

実
物
が
想
像

し
づ
ら
い
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調査２ 定期試験 

(イ) 定期試験問題 

 

 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙  （６０点満点） 

 実施日  令和３年９月１５日 

科目名 口腔解剖学 Ⅰ 講師名 金子泰郎 木曜日 ６／７時限 

持ち込み  不可 問題用紙持ち帰り 不可 試験時間  ６０分 

    

※ 問題用紙は全部で７枚（６０問）と画像集が２枚（８問分）ある。枚数を確認し、設問に全て答えよ。 

 

    

１． 左下第一小臼歯のＦＤＩ表記で正しいのはどれか                 （各１点） 

 

（１） ３４  （２） ３５ （３） ４４ （４） ４５ 

 

２． 右下第二乳臼歯のＦＤＩ表記で正しいものはどれか 

 

（１） ３５  （２） ４５ （３） ７５ （４） ８５ 

 

３． ＦＤＩ表記で『４７』は、どの歯か正しいものを選べ  

 

（１）左下第一大臼歯 （２）右下第一大臼歯 （３）左下第二大臼歯 （４）右下第二大臼歯 

 

４．加生歯は、正常な場合何本萌出するか 

 

（１） ４本 （２） ８本 （３） ２０本 （４） ２８本 

 

５．『切縁』のある歯はどれか 

 

  （１）１２ （２）２４ （３）３６ （４）４８ 

 

６．『尖頭』のある歯はどれか 

 

（１）１１ （２）１２ （３）１３ （４）１４ 

 

７．『咬頭』を持つ歯はどれか 

 

（１）１１ （２）２２ （３）３３ （４）４４ 

 

８．固有口腔に存在するのはどれか 

 

（１） 上唇小帯 （２）耳下腺乳頭 （３）咽頭扁桃 （４）舌下小丘 

 

９．鼻腔を構成している骨はどれか 

 

（１）頰骨 （２）口蓋骨（３）側頭骨 （４）頭頂骨 

 

１０．眼窩を構成している骨はどれか 

 

（１） 頰骨 （２）鼻骨 （３）側頭骨 （４）頭頂骨 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その２  

 

１１．舌の特徴について正しいものを選べ 

 

（１）糸状乳頭には味蕾がない      （２）有郭乳頭の一部は角化している 

（３）舌の形を変えるのは、外舌筋である （４）舌神経が舌筋の運動を支配する 

 

１２．唾液腺について正しいものはどれか 

 

（１）舌下腺は、純漿液性である           （２）顎下腺の開口部は口腔前庭にある 

（３）耳下腺の開口部は上顎第二大臼歯に近接している （４）小唾液腺はすべて粘液腺である 

 

 

１３．口蓋骨について誤っているのはどれか 

 

（１）Ｌ字型の左右一対の骨である （２）上顎骨と共に口蓋を構成する  

（３）口腔と鼻腔の境界である   （４）口蓋骨の部分が軟口蓋になる 

 

１４．下顎骨について正しいのはどれか 

 

（１）左右一対２個の骨である  （２）後方に付く筋肉はない 

（３）上顎骨と顎関節を構成する （４）歯槽骨に相当するのが歯槽突起である 

 

１５．歯槽孔を通る動脈はどれか 

 

（１）前上歯槽動脈 （２）後上歯槽動脈 （３）下歯槽動脈 （４）オトガイ動脈 

 

１６．体表（皮膚）から拍動を触れることができる動脈はどれか 

 

（１）内頸動脈 （２）下歯槽動脈 （３）顔面動脈 （４）顎動脈 

 

１７．角化していないのはどれか 

 

（１）歯肉 （２）歯槽粘膜 （３）硬口蓋 （４）舌背      

 

１８．正中離開の原因になるのはどれか 

 

（１）上唇小帯 （２）下唇小帯 （３）頰小帯 （４）舌小帯   

 

１９．歯の成長線について正しいのはどれか 

 

（１）新産線は永久歯で明瞭に認められる （２）シュレーゲル条は約１週間おきの成長線である 

（３）象牙質の成長線は、象牙細管とほぼ平行に走る （４）横紋の間隔は、約３~５μｍである 

 

２０．癒着歯の特徴はどれか 

 

（１）セメント質の肥大が原因である   （２）下顎乳切歯に多くみられる 

（３）歯髄を共有することがある     （４）抜歯が必要である 

 

 

 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その３  

 

２１．象牙質の特徴で正しいものはどれか 

 

（１）歯髄から神経線維が入るので、これにより知覚がある （２）無機質の含有量は９２~９８％と高い 

（３）歯胚の成長過程で最初に作られる組織である （４）歯根が完成すると、象牙芽細胞は消失する 

 

２２．セメント質の特徴で正しいものはどれか 

 

（１）歯胚の歯乳頭由来である          （２）無機質の含有量はおよそ８０％である 

（３）セメント小体には毛細血管が入り込んでいる （４）終生形成されるが、吸収されることもある 

 

２３．歯槽骨の特徴で誤っているのはどれか 

 

（１）固有歯槽骨は他の部分より硬度が高い   （２）固有歯槽骨は歯胚の歯小嚢に由来する 

（３）固有歯槽骨にはシャーピー線維が入り込む （４）健全歯を抜歯した場合には吸収されない 

 

２４．歯根膜の特徴で正しいものを２つ選べ 

 

（１）咬合圧を緩衝する働きがある   （２）神経の知覚線維は痛覚のみである 

（３）通常セメント質よりも厚みがある （４）セメント芽細胞が退縮したマラッセ上皮遺残が見られる 

 

２５．歯髄の特徴で正しいものはどれか 

 

（１）加齢現象として歯髄腔は拡大し、髄角が発達する（２）歯髄細胞が密集したワイル層が見られる 

（３）根尖孔から入った動脈はすぐに血管叢を作る  （４）象牙芽細胞は歯髄表層にのみ認められる 

 

２６．加齢現象について誤っているものはどれか 

 

（１）歯冠は、褐色を呈することが多い   （２）咬耗が見られる 

（３）象牙質は吸収されて薄くなる     （４）歯頸線が露出する 

 

２７．次のうち正しいものを選びなさい。 

 

（１） 第一鰓弓は、嗅神経（脳神経第１枝）と関わりが深い  

（２） 歯胚の形成は、胎生１２週ごろより始まる  

（３） 脳下垂体には、口腔上皮由来の部位がある 

（４） 舌体の大部分は第三鰓弓からできあがる 

 

２８．エナメル芽細胞と関わりがないのはどれか。 

 

（１）ヘルトウィッヒ上皮鞘（２）歯小皮（３）マラッセ上皮遺残（４）エナメル紡錘  

 

２９．歯胚において、その出現が最も早いのは次のうちどれか。 

 

（１）エナメル芽細胞（２）象牙芽細胞（３）セメント芽細胞（４）骨芽細胞  

 

３０．歯胚において、その出現が最も遅いのは次のうちどれか。 

 

（１）エナメル芽細胞（２）象牙芽細胞（３）セメント芽細胞（４）骨芽細胞  

 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その４  

 

 

３１．次のうち歯小嚢から分化するのはどれか。 

 

（１） 象牙質と歯髄 （２）歯肉 （３）セメント質 （４）支持歯槽骨 

 

３２．エナメル質について誤っているのはどれか。 

 

（１）体内でもっとも硬い組織   （２）モース硬度は６～７度 

（３）水分は１～２％程度である  （４）有機質は９６～９８％に達する 

 

３３．象牙質について誤っているのはどれか。 

 

（１）象牙細管内に神経と血液を含んでいる （２）モース硬度は５～６度 

（３）水分は１０％程度である       （４）象牙前質は未石灰化で軟らかい 

 

３４．象牙質内にないものはどれか 

 

（１）象牙芽細胞 （２）トームス線維 （３）象牙細管 （４）象牙前質 

 

３５．歯根膜について正しいものを選びなさい 

 

（１）痛覚のみ存在する          （２）咬合圧が強いと吸収する 

（３）インプラント埋入時にも形成される  （４）セメント質より厚みがある 

 

３６．歯肉について正しいものを選びなさい 

 

（１）２ｍｍの深さの歯肉溝は正常である  （２）歯槽粘膜との境界は不明瞭である 

（３）歯肉溝滲出液には赤血球が含まれる  （４）内縁上皮は角化している 

 

３７．次のうち、下顎骨に付着していない筋はどれか、選びなさい。 

 

（１）オトガイ舌筋（２）内側翼突筋（３）外側翼突筋（４）顎二腹筋後腹 

 

３８．下顎の前方運動に主として関わる筋はどれか、選びなさい。 

 

（１）咬筋 （２）側頭筋 （３）外側翼突筋 （４）内側翼突筋   

 

３９．内側翼突筋と相対して下顎骨の外側に付き、ほぼ同じ役割をする筋肉はどれか 

 

（１）外側翼突筋 （２）側頭筋 （３）咬筋 （４）顎舌骨筋 

 

４０．下顎運動について正しいものを選べ 

 

（１）開口運動時に咬筋が収縮する       （２）閉口運動時に内側翼突筋が収縮する 

（３）前方運動時に側頭筋（前部筋束）が収縮する（４）側方運動時に顎舌骨筋が収縮する 
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令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その５  

 

４１～４４．（４問合同） 下図を参照し、それぞれに該当するものを選べ。   （各１点／計４点） 

 

４１．セメント質ができるのはどの部分か 

 

（１） a （２） b （３） c （４） d 

 

４２．ヘルトウィッヒ上皮鞘になる組み合わせはどれか 

 

（１） a と b （２） a と e （３） b と e （４） c と e 

 

４３（ｃ）の名称を答えよ 

 

（１）外エナメル上皮（２）内エナメル上皮（３）ヘルトウィッヒ上皮鞘（４）エナメル芽細胞 

 

４４．下顎乳中切歯におけるこの状態の時期はいつごろか 

 

（１）胎生９週頃 （２）胎生１６～１8週頃 （３）出生直前 （４）生後６～８か月頃 

 

４５．画像１（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）歯胚形成前 （２）帽状期歯胚 （３）象牙芽細胞が出現 （４）エナメル質の形成開始 

 

４６．画像２（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）大きなう蝕がある   （２）歯周病が進展している 

（３）歯根破折がみられる  （４）歯槽硬線（白線）が観察される 

 

４７．画像３（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）２は咽頭扁桃である     （２）２の役割は不明である 

（３）３の内部には筋がある    （４）３は例外的に角化している 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その６  

 

４８．画像４（別紙）の矢印の部位について、誤っているものを選びなさい 

 

（１）通常、内部は液体でみたされている     （２）臼歯の炎症が波及することがある 

（３）抜歯時に破折した歯根が迷入することがある （４）副鼻腔である 

 

４９．画像５（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）下顎骨である       （２）正中部に骨折がみられる 

（３）角化した粘膜で覆われる  （４）矢印は唾液腺の開口部である 

 

５０．画像６（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）シャーピー線維が観察できる （２）ワイル層が観察できる 

（３）マラッセ上皮遺残が観察できる（４）レチウス並行条が観察できる 

 

５１．画像７（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）１は左右一対の骨である   （２）１と１０の境界は冠状縫合である 

（３）５は蝶形骨である      （４）６と７は関節で結合している 

 

５２．画像８（別紙）について正しいものを選びなさい 

 

（１）１は外側翼突筋である    （２）１は下顎骨には付着しない 

（３）２は主として閉口運動に働く （４）２は顔面神経の支配である  

 

５３．顎関節について正しいものを選べ。 

 

（１）単純な開閉運動のみである     （２）外側翼突筋と内側翼突筋が付着する 

（３）上顎骨と下顎骨の接合部である。  （４）唯一の両側性の可動関節である 

 

 

５４～６０．（７問合同）下記は心臓から上顎第一大臼歯に行き、また心臓に戻る血液の主の流れである。 

 

それぞれに該当するものを選べ。                （各１点／計７点） 

   

 

心臓（左心室） ⇒ 総頸動脈 ⇒ （Ａ） ⇒ （Ｂ） ⇒ 翼口蓋窩 ⇒（Ｃ） ⇒ 歯槽孔 ⇒ 

 

（Ｄ）⇒ 上顎第一大臼歯 ⇒ （Ｅ） ⇒ （Ｆ） ⇒ （Ｇ） ⇒ 上大静脈 ⇒ 心臓（右心房） 

 

 

５４．（A）に該当するものを選べ 

 

（１）外頸動脈 （２）内頸動脈 （３）外頸静脈 （４）内頸静脈 

 

５５．（Ｂ）に該当するものを選べ 

 

  （１）顎動脈 （２）顎静脈 （３）前上歯槽顎動脈 （４）後上歯槽動脈 

 

令和３年度口腔解剖学Ⅰ 前期定期試験   問題用紙 その７  

 

 

５６．（Ｃ）に該当するものを選べ 

 

  （１）顎動脈 （２）前上歯槽動脈 （３）後上歯槽動脈 （４）歯枝 

 

５７．（Ｄ）に該当するものを選べ 

 

  （１）顎動脈 （２）前上歯槽動脈 （３）後上歯槽動脈 （４）歯枝 

 

５８．（Ｅ）に該当するものを選べ 

 

  （１）歯枝 （２）下顎後静脈 （３）翼突筋静脈叢 （４）顔面静脈 

 

５９．（Ｆ）に該当するものを選べ 

 

  （１）翼突筋静脈叢 （２）後上歯槽静脈 （３）顔面静脈 （４）下顎後静脈 

 

６０．（Ｇ）に該当するものを選べ 

 

（１）外頸静脈 （２）内頸静脈 （３）顔面静脈 （４）翼突筋静脈叢 

 

 

 

                                        以上 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学籍番号           部   組 氏名          

令和３年度 前期定期試験    画像と図 その１   

実施日  令和３年９月１５日 

科目名 口腔解剖学 Ⅰ 講師名 金子泰郎 木曜日 ６／７時限 

持ち込み  不可 問題用紙持ち帰り 不可 試験時間  ６０分 

    

※ 問題用紙は全部で７枚（６０問）と画像集が２枚（８問分）ある。枚数を確認し、設問に全て答えよ。 

 

 

画像１ （問４３）              画像２ （問４４） 

   

 

画像３ （問４５）            画像４ （問４６） 

   

 

学籍番号           部   組 氏名          

令和３年度 前期定期試験    画像と図 その２    

実施日  令和３年９月１６日 

科目名 口腔解剖学 Ⅰ 講師名 金子泰郎 木曜日 ６／７時限 

持ち込み  不可 問題用紙持ち帰り 不可 試験時間  ６０分 

   

 

画像５ （問４７）             画像６ （問４８） 

   

 

 

 

                               

画像７ （問４９）             画像８ （問５０） 

  

 

 

学籍番号           部   組 氏名          

 

図
画
像
問
題 

 

図
画
像
問
題 

これらの別紙画像を参照して
答える設問も出している 
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３．専門教育初学者層へのＶＲの有効性に関する確認・検証 

（１）オープンキャンパス教育プログラムでの高校生への試験運用 

 

歯科衛生士に関心はあるが専門教育を受けていない人にＶＲコンテン

ツは受け入れられやすいのか、オープンキャンパスに参加した高校生に

ＶＲコンテンツを体験してもらって検証した。 

 

件   名 審美コース検討高校生向けオープンキャンパス 

目的・目標 ① 入学後の審美コースの学びを体験する。  

② 入学後使用するＩＣＴ教材に触れ、 

学校生活への期待感を高めていただく。 

→ＶＲコンテンツの体験 

対 象 者 歯科衛生士（特に審美）に興味を持つ高校 2 年生 

期   日 1回目 12月 19日（日） 

実施場所 日本医歯薬専門学校 403（審美コース）教室 

 

（２）専門教育初学者層を対象としたＶＲ教育の可能性 

 

まずは、参加者に対して、これからの歯科衛生士教育におけるＶＲコ

ンテンツの体験価値について動機づけを行った。現状の医療現場で起こ

っていることとして、２Ｄを３Ｄに置き換えて診療している先端的医療

現場の状況とその有効性を伝えたわけである。その上で、医療教育用Ｖ

Ｒアプリ（Holoeyes Edu）、およびＶＲゴーグルにて３Ｄ授業体験を実

施した。 

参加者の高校生はＶＲ操作に迷うことなく対応。楽しんで体験実習を

行っていた。ＶＲによる歯科衛生士教育が専門教育初学者にも抵抗なく

受け入れられるであろうことが確認できた。 

さらに、同伴の保護者の方からも好評で、今後の学びに期待が持て

る、ということをヒアリングできている。 
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４．遠隔授業コンテンツの作成 

（１）作成した各コンテンツ 

 

「解剖学」「口腔解剖学」のＶＲ教材となる３Ｄモデルを下記のよう

にそれぞれ作成・完成した。 

 

 

【解剖学】 

空間認知能力（教科書の解剖図を立体に置き換えられず、どの部位

をどの角度から見たものであるかを認識する能力）が弱い学生が多

いため、人体の全体的な解剖を理解するために、下記コンテンツを

作成した。 

 

⚫ 人体各部位============================================= 

➢ 体の方向用語- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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➢ 矢状断面図- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

 

⚫ 骨格系(頭蓋除く) ====================================== 

➢ 全身骨格- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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➢ 胸郭- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

➢ 脊柱- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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⚫ 循環 ================================================== 

 

 

【口腔解剖学】 

口腔解剖学の全体を理解できるように、頭蓋・頭頸部の筋・脳神経

の3Dモデルを作成した。学生の理解を促進するために、構造が複雑

な頭蓋や脳神経は、部位ごとに色分けし、視覚的な理解を助けるコ

ンテンツとした。 

 

⚫ 頭蓋================================================== 

➢ 頭蓋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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➢ 外頭蓋底・内頭蓋底- - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 蝶形骨- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 下顎骨- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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⚫ 頭頸部の筋============================================= 

➢ 咬筋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 側頭筋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 側翼突筋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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➢ 外側翼突筋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 舌骨上筋群- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

➢ 脳神経- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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（２）制作における問題点・課題と対応・工夫、今後の展望 

 

現在、国内には解剖的に正確な3Dモデルが存在せず、VR教材として3D

モデルを使用する際に使用目的にあったモデル制作を行う必要がある。 

解剖は見たままを作り込むのが難しいモチーフで、頭部の神経を正確

に表現するためには、専門家へのヒアリングを元に使用目的を確定し、

頭蓋骨のパーツを分解し、正しい走行の道筋を示した膨大な視覚イメー

ジをモデラーに対して準備する必要があった。 

今後の課題として、今回作りこんだデータを元に、今後新しい教材を

作成する際にデータをどのように適切に管理運用していくかが重要と思

われる。 

 

（３）制作工程 

多くの工程で複数の画像を参考にしつつ、専門家のヒアリングを加え

て正しい 3D モデルを作成した。作成後も、さらに教育に活用する際に

おける利便性・効果を高めるための色変更等、データ修正を加えた。 

 

 

①様々な参考画像を参考にしつつ、 
掲載すべき部位を確認 ②ベースとなる 3D モデルデータを作成

し、 

③さらに、表示する部位の位置や長
さ、色分け等、専門家の指摘・要望を
聴取しデータに修正を加えた 
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５．教案の作成とＶＲコンテンツ授業の検証 

（１）口腔解剖学実証授業用教案等を作成し、実証用模擬授業を実施 

 

実際の授業の中で実施する想定で、次頁以降掲載の「コマシラバス」

「学習指導案」「授業資料」を作成し、実際に担当教員によって、実証

用模擬授業を行った（参加者８名、授業担当教員１名 ／ 内、アンケー

ト実施回収数：参加者６名、事後聴取数：担当教員１名）。 

 

 

②被験者は各自の遠隔デバイスを使って受講 

③その後、教員の指示に従いスマホで自由にＶＲを操
作し、学習 

①担当教員が教案に従い遠隔授業を展開 
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＜コマシラバス＞ 

 

 

   　コマシラバス 氏名：

1 年生 後 期 30 時間 2 単位

年 2 月 8 日 第 回 （全 回）

小テスト　

◎…自信をもってできる　　○…できる　　△…復習が必要　　×…できない　　

臨床トピックより、本日の講義内容と歯科衛生士の役割について思案できる。

HoloeyesEduアプリインストール済みデバイスとARマーカーを準備すること。

顎運動に関与する筋を選択できる。
小テスト

小テスト 小テスト

今日の授業の到達目標 到達度確認

MEMO

咀嚼筋の起始・停止について選択できる。

コマシラバス読み合わせ コマシラバス

小テスト
表情筋、咀嚼筋の支配神経について選択できる。

顎関節 教科書P42～44

顎下三角・オトガイ下三角 教科書41.42

本日の臨床トピック

中村　雅典

授業実施日 2022 11 15

講師名

今日の授業の流れ
対応テキスト・ページ数

対応資料

学生番号：

科目名 口腔解剖学Ⅱ

学科・コース 歯科衛生士 学科 Ⅰ 部

頭部の筋：表情筋、咀嚼筋 教科書P34～39

頸部の筋：舌骨上筋、舌骨下筋 教科書P39～41

咀嚼筋の起始・停止の確認
Holoeyes　Edu

ARマーカー
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＜学習指導案＞ 

 

学 習 指 導 案 

単 元 名 口腔解剖学Ⅱ 本時の位置 〇コマ／ 15コマ 授業者 中村 雅典 

対 象 者 日本医歯薬専門学校 歯科衛生士学科 Ⅰ部 1 年 

日 時 2022 年 2月 8日（火）10：00～11：30 実 施 場 所  

本 時 の 

到 達 目 標 

（単元目標） 

・咀嚼筋の名称、起始、停止、作用について理解できる。 

・咀嚼筋、表情筋、舌骨上筋ならびに舌骨下筋の位置と働き（顎運動）を理解する。 

 

（願 い）・医療人として汎用性のある基礎知識の定着を図ることで、能動的学習の礎を構築する。 

 

準 備 物 

配 布 資 料 
・HoloeyesEdu APPを DL 済みのデバイス、AR マーカー 

環 境 構 成 オンライン 

   

時間 実施内容 指導内容 留意点 

0 分 点呼 点呼 キーワード「     」  

5 分 コマシラバス読み合わせ 

導入  

授業の流れと到達目標を共有する。 

スライド 2にて授業のハイライトを伝える。 

到達目標については小テストで終了時に確認

することを伝え、授業のポイントであることを

伝える。 

45 分 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

10 分 

 

 

10 分 

頭部の筋 

 

 

頸部の筋 

 

咀嚼筋の起始・停止確認 

 

 

 

顎関節 

 

臨床トピック 

ポイント 

・神経支配 

・起始、停止とは 

・咀嚼筋、舌骨上筋、舌骨下筋の連携による顎運動 

 

咬筋・側頭筋・内側翼突筋・外側翼突筋の HoloeyesEdu

のスクリーンショットを取り起始を赤、停止を青で

マークアップする。 

 

 

 

加齢に伴う顎骨の形態変化 

 

 

 

 

 

構造を 3D で確認することが目的であるため、

時間が余ったら、別の画角でもマークアップを

行うよう伝える。 

 

 

 

形態変化に伴うリスクと、それを予防する歯科

衛生士の関わり方について想起させる。 

5 分 小テスト   
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＜授業資料＞ 

 

 

 

 

 

2022/2/2

3

顔⾯筋（表情筋）

頬筋
⼝輪筋
眼輪筋
笑筋
上唇挙筋
⼝⾓挙筋
⼝⾓下制筋
等

出典

https://www.sakai-keisei.gr.jp/ope/facelift/kaibou.html

5

モダイオラス（⼝⾓結節）

⼝輪筋、頬筋、⼝⾓下制筋、⼝⾓挙筋等の筋

や頬⼩体の線維の⼀部が収縮し、厚く結節状
になる部位

この部の筋⾁が収縮
→⼩⾅⻭部の頬側を強く圧迫

この緊張圧が、総義⻭の安定を増す

出典

https://ashiyahama-seikotsu.com/menu/aroma-
facial-myofascial-release/

6

担当教員による本スライド資料の画面表示と、実証授業体験被験者によるＶ
Ｒ操作のハイブリッドによる授業を展開した。 
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 ＜小テスト＞ 
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（２）実証授業において判明した問題点・課題と対応・工夫、今後の展望 

 

行った実証授業について、授業担当教員からはＶＲの導入に肯定的な

意見を得られた。今回用意した教案（コマシラバス）にも問題は感じら

れていない（聴取内容は「付録：調査資料 実証授業担当教員事後聴取

結果」に掲載） 

 

では、参加者はどう感じたのか？参加者アンケートを実施回収した

（各回答は「付録：調査資料 実証授業アンケート」に掲載） 

 

実証授業アンケートの結果を見ると、ＶＲコンテンツが、体験的に学

べるメディアであることが高く評価されている。 

ＶＲコンテンツを体験的に学んだ成果として、被験者は２Ｄ（紙）上

で学ぶよりも「立体イメージを思い浮かべる」ことができるようになっ

ており、高い教育効果が期待される結果となった。 

さらに、「もっといろんなコンテンツを見てみたい」とまで感じさ

せ、学習への意欲喚起もできている。 

 

対面授業であれば教員による立体模型等によるフォローも不可能では

ないが、それとても、たった一つの立体模型で、たった一人の教員が対

応できる学生数は限られてしまう。その点は、遠隔授業では更に不利

で、パワーポイントなどのスライド画面で授業を行うだけでは２Ｄ

（紙）上で学ぶことと大差はない上、むしろ目の前で立体模型を使って

学生に自由な角度から納得できるまで覗き込ませることも不可能ではな

い対面授業にも劣る授業になりかねない。例え、動画を導入したとして

も、それは予め決められた画面を受動的に見るだけである。 

しかし、ＶＲを遠隔授業に組み込めば、学生一人ひとりがもっと見て

みたいと思えるほどに３Ｄモデルを主体的・能動的に自ら操作して、学ぶ

部位の立体イメージを体験的に学ぶことができるようになり、遠隔授業

の教育効果を高められることが改めて確認できた。 
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ただし、問題点・課題がなかったわけではない。 

 

今回の実証研修では、コマシラバスを用意し、被験者の学習目標を明確

に示唆しており、そのことに対しては「事前にするべきことがコマシラバ

スに明記されていた」「到達目標があらかじめ明確化されていたので、理

解しないといけない場所、内容を意識して授業を受けることができると

思います」といった高い評価は認められた。 

 

その一方で、ＶＲ操作自体は容易であると判断し、操作マニュアルは用

意せず、口頭により行った。 

その結果として「操作手順が簡単」「要領を得れば問題ない」という被

験者の回答はあるものの、 

• 「慣れるまで少しコツが必要」 

• 「マニュアルはあったほうが良い」 

• 「実際の授業では、ログインができない・モデルが見えないな

ど、様々なトラブルが発生する可能性も考えられます。」 

といった意見も見られた。 

しかし、この点については、実際の授業運営にあたっては、授業で活

用できるようにトラブルシューティングの資料を用意することで対応で

きるものと考えている。 

 

なお、今回の実証授業においては、まず担当教員が２Ｄで一通り講義

を行ってから、講義を受けた内容について自由にＶＲコンテンツを使っ

てもらい、最後に小テストを行う方式をとってみた。この授業の進め方

については、 

従来型の遠隔授業 
 

⚫ 平面的理解にとどまる 

⚫ 受動的学習に過ぎない 

ＶＲを活用した遠隔授業 
 

⚫ 立体的イメージ喚起 

⚫ 主体的・能動的学習 
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• 「一通りの解説の後、しっかり時間を設けて VR教材に触れる

ことができたため、解説内容を実践することができ、頭も手も

動かしながら理解を深めることができた」 

• 「座学と自身が体験するパートの 2つがあったため、集中力が

続いて意欲的に学ぶことができた」 

•  

と高い評価を得た反面で、 

 

• 「ＶＲを使うことにより〇〇の構造がさらに理解できるなどの

留意点や先生がまずデモンストレーションを行うとスムーズに

使用できると感じた」 

• 「教科書だけの授業よりも VRを所々に挟みながら行うこと

で、もっと生徒は飽きずに授業が受けられるのではないかと思

いました」 

• 「講義の合間に VR体験が入れるのは、理解を促す上ではとて

もよいリズムになると思いました」 

• 「『ＶＲコンテンツを見ながら先生の解説→実際に使用し部位

等を理解する→小テストで自信を深める』の積み上げが期待で

きると思う」 

• 「①３Dでの説明、②自分で VRで体験、③教科書などの従来の

画像での確認、という順序の方が理解しやすいかもしれませ

ん」 

 

という改善提案が浮かび上がってきた。 

遠隔授業にＶＲコンテンツを組み込んだ授業の進め方は今後の課題とし

て取り組む必要性を認めるところである。 

 

また、 

• 「小テストは満点だったが、数日後の記憶定着に自信がない」 

• 「概ね理解できたと思いますが、一度聞いただけではなかなか筋

肉の名前などを覚えきれませんでした。いずれにせよ復習が必要
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だと感じました」 

• 「教科書でない分、学んだ内容をあとから振り返れる仕組みがあ

れば良い」 

という回答があった。 

 

この点については、いつでもどこでもスマホ等の環境さえあれば復習

できる今回の取り組みをより徹底周知すれば解決できる課題である。 

 

これらの課題克服によって「さまざまな学習環境にある学生」にとっ

て「いつでもどこでも学習できる」という、学生の多様性に対応した遠

隔教育システム体制が実現できると考える。 
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付録：調査資料 

 

実証授業アンケート 

（実証授業参加者へのアンケート結果 参加者８名／回答者６名） 

 

1.コマシラバス記載の「到達目標」の達成見込み度についてお伺いし

ます。あなたは目標達成できたと思いますか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 まず今日の授業の流れと到達目標の説明があり、パワーポイン

トを見ながらの解説とＨＯＬＯＥＹＥＳ ｅｄｕで実際に口腔

内をみて実体験できた。 

1 座学で学習したことをすぐに VRで実際に閲覧することができ、

講義を受けた内容がすぐに深く理解することができたため。 

2 小テストは満点だったが、数日後の記憶定着に自信がないため 

2 到達度確認の小テストで正解だったため。 

2 授業で教わった内容からの出題だったため。 

一つ回答できなかった問題は出題の角度が解説と違っていたこ

とから理解しきれていなかったのだと気付きました。 

3 概ね理解できたと思いますが、一度聞いただけではなかなか筋

肉の名前などを覚えきれませんでした。いずれにせよ復習が必

要だと感じました。 

 

１：とてもそう

思う

33%

２：そう思う

50%

３：どちらとも

言えない

17%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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2.「使用教材」についてお伺いします。 

アプリケーションやスマホなどの事前準備は簡単でしたか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 操作手順が簡単で分かりやすかった。 

1 スマホアプリをインストールするだけで、すぐにコンテンツが

再生できたため。 

1 事前にするべきことがコマシラバスに明記されていたため 

3 アプリをインストールして ARマーカーを準備するだけであれば

簡単だと思います。 

しかし、使用する際は実際ログインをしてから始めると思いま

す。その際の登録が慣れないと難しく感じるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

83%

３：どちらとも

言えない

17%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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3.今回のＶＲアプリやコンテンツは使いやすかったと思いますか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 コンテンツを見ながら起始、停止を見つける問題は理解度にも

つながり、紙面上で見るよりも理解しやすかったです。 

ARマーカー上から外れないように常に中心にマーカーを持って

くるのを意識しないといけない（→※今マーカーなしでもみられる

ように開発中（時期未定） 下記※参照） 

2 ３Ｄに慣れてなく最初は手こずったが要領を得れば問題ないと

思う。 

2 操作はとても単純で、すぐに VRを閲覧することができた。 

一方で、一部指で VRモデルを操作して動かす必要があるなど、

使いやすさにおいてまだ改善の余地がある。 

3 慣れるまで少しコツが必要だと感じました。スマホではなくタ

ブレットの方が操作しやすいかと感じました。 

※コンテンツ制作協力社より：ARマーカーがカメラの視野から外れてしまうとコ

ンテンツが表示されず、やや操作が困難というご意見をいただきました。現在、AR

マーカーなしで、空間上の平面を認識するだけで、コンテンツが見られるようにす

る改修を検討しております。実装は少し先になってしまいますが、操作性は向上す

る見込みです。また、改修までの間は、何とかカメラの視野内に AR マーカーを入

れていただくしかないのですが、ARマーカーは、名刺サイズなど小さいものでも

対応しております。小さい方がカメラの視野内にはおさまりやすいかと思います。 

（AR マーカーのサイズが小さいと、モデルの初期表示の大きさも小さくなります

が、画面のピンチ操作で、モデルの拡大ができます） 

 

１：とてもそう

思う

50%

２：そう思う

33%

３：どちらとも

言えない

17%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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4.今回の VRコンテンツを使った授業は、  

従来の教材の授業に比べて集中して授業を受けられましたか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 飽きずに授業を受けられました。 

1 教科書やパワーポイントを見るだけの受け身授業は難しいとい

うことだけが印象に残るが、ＶＲコンテンツを自ら活用するこ

とで興味が沸き集中できた。 

1 一通りの解説の後、しっかり時間を設けて VR教材に触れること

ができたため、解説内容を実践することができ、頭も手も動か

しながら理解を深めることができたため。 

1 座学と自身が体験するパートの 2つがあったため、集中力が続

いて意欲的に学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

83%

２：そう思う

17%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない



 

 

82 

 

5.今回のＶＲコンテンツを使った授業は、 

従来の教材の授業に比べてやる気が高まるものですか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 もっといろんなコンテンツを見てみたいと思いました。 

1 図解や写真だけの情報でなく、別の角度から部位にアプローチ

できたことで全体のつながりが理解できたような気がするから

です。 

1 座学だけでは知識のインプットのみだが、VRを使うことで体験

学習ができるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

83%

２：そう思う

17%
0%0%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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6.今回のＶＲコンテンツを使った授業は、 

従来の教材の授業に比べて理解度の高まるものですか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 教科書上でみた後に、VR上で見るとよりはっきりと理解できる

と思いました。 

1 ３Ｄで確認することは従来の教材と比べて人体の構造が分かり

やすいと思う。 

1 平面の解剖図だけでは、立体イメージを思い浮かべることは非

常に困難と思います。 

1 図解や写真だけの情報でなく、別の角度から部位にアプローチ

できたことで全体のつながりが理解できたような気がするから

です。 

1 教科書だけでは「知識」として詰め込むのみだったが、 

VRで自身の体を使いながら学習することで「体験」ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

100%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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7.今回のＶＲコンテンツを使った授業では、従来の教材の授業よりも 

教えられた局部の位置や役割は理解しやすかったですか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 紙面上での解説の後、VR上での説明もあるとより理解がしやす

いと思いました。（ここかなと教科書と照らし合わせながら位置

を把握していたため） 

1 教科書や教材の平面図では全体像が想像できなかったが、VRの

場合は全体の構造から局部へアプローチできたため理解に繋が

ったと感じます。 

1 平面の教科書よりも、実際の位置関係や大きさがイメージでき

た。 

2 位置の理解のしやすさは設問 6と同じ回答です。 

役割は、筋肉が動くようなアニメーションのコンテンツもある

とより理解しやすくなるのだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

83%

２：そう思う

17%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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8.今回のＶＲコンテンツを使った授業を行うにあたっての 

操作マニュアル（機器使用法）は不要（現状で十分）と考えますか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

1 十分に理解できる内容だったと思う 

1 アプリケーションの操作は簡単なため。 

3 マニュアルはあったほうが良い。 

3 マニュアルがなかったため 

3 実際の授業では、ログインができない・モデルが見えないな

ど、様々なトラブルが発生する可能性も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

50%

３：どちらとも

言えない

50%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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9.今回のＶＲコンテンツを使った授業を行うにあたっての 

教案（コマシラバス）は十分適切と考えますか？ 

 

回答 理由（自由文言回答） 

2 到達目標があらかじめ明確化されていたので、理解しないとい

けない場所、内容を意識して授業を受けることができると思い

ます。 

2 適切だったように思うが、年間を通して教えるべき内容と今回

のスピード感とのバランスが気になった。（間に合うのか？） 

2 今回は実証実験だったが、今後本格的に授業で使う場合は、も

う少し講義内容のボリュームが増えたほうが良いと思ったた

め。 

3 ＶＲを使うことにより〇〇の構造がさらに理解できるなどの留

意点や先生がまずデモンストレーションを行うとスムーズに使

用できると感じた。 

3 今回は準備段階だったため特に記載がなかったかとおもいま

す。 

 

 

 

 

 

１：とてもそう

思う

17%

２：そう思う

50%

３：どちらとも

言えない

33%

１：とてもそう思う ２：そう思う ３：どちらとも言えない

４：あまりそう思わない ５：全くそう思わない
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10.今回の実証授業におけるＶＲコンテンツとその授業での活用法につ 

いて、授業を受けた感想や、これまでの授業や教材に比べて特に良 

かったところ、改善点等について自由にお書きください 

 

自由文言回答 

教科書だけの授業よりも VRを所々に挟みながら行うことで、もっと生

徒は飽きずに授業が受けられるのではないかと思いました。 

また、各筋肉の説明を教科書上でした後に都度 VRコンテンツで見るの

が難しければ、あらかじめ録画したコンテンツを復習として見てもら

い次回のクラス前に小テストなどがあっても良さそうです。 

教科書での講義とテストを通して、いかに文字で覚えてしまうことが

多いかを改めて感じました。体表に近い筋肉ならば自分の顔を触りな

がら位置を感覚的に覚えられますが、深部になるとさわれません。 

立体構造を空間として理解できる、その点では、スマホ以上に没入感

のある VRデバイスでの学びを体験できると思いました。講義の合間に

VR体験が入れるのは、理解を促す上ではとてもよいリズムになると思

いました。 

やはり立体的に人体（頭部・口腔内）を見ることは教科書で部位を説

明されるだけより良いと感じた。毎回の授業で行えば効果はさらに上

がると思う。 

AR機能を使い、自分自身で筋肉の起始・停止部分を見つける作業を行

うことで、講義を受け身で聞くのとは異なり、記憶に定着しやすいと

感じました。 

２D→３Dを行ったり来たりしながら講義を受けられるとより集中力も

理解力も上がるのではないかと思いました。 
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11.今後もこのようなＶＲコンテンツを使った授業を受けていく場合 

に、特に期待することがあれば自由に教お書きください 

 

自由文言回答 

説明で VR画面を共有していただきましたが、この形で解剖の説明をし

てもらうのもわかりやすかったです。教科書のイラストよりも、立体

モデルを用いた画面共有の講義の方が、よりわかりやすいと感じまし

た。 

むしろ、①３Dでの説明、②自分で VRで体験、③教科書などの従来の

画像での確認、という順序の方が理解しやすいかもしれません。 

また、VRデバイスを用いた没入型の学びと、スマホを用いた簡易な立

体モデル。この２つの組み合わせでスクーリングと自宅学習を組み立

てられたらと思いました。 

「ＶＲコンテンツを見ながら先生の解説→実際に使用し部位等を理解

する→小テストで自信を深める」の積み上げが期待できると思う。 

部位ごとにデータが分かれているが、すべて同じ顎模型（頭蓋骨）だ

ったたのは開発中だからでしょうか？赤や青のマーカーを引いた場所

が正解かどうかも AR上に出ればいいなと思いました。 

主体的に授業を学びたいと人が増えることに期待しています。 
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12.今後のようなＶＲコンテンツを使った授業を行う場合に、 

従来とは学び方が異なることによって考えられる、 

あなたにとっての不安等あればお書きください 

 

自由文言回答 

特になし 

最初は不慣れで授業についていけるか不安になると思うが回数を重ね

れば問題ないと思う。 

機器に強くないと最初戸惑うかもしれません。 

その辺りはうまいフォローの必要があるかと思いました。 

スマホなどのデバイス性能差が、学習体験の差につながらないような

工夫が必要そう。最近のスマホには、それほど大きな格差はないと思

われるが、対応できない人向けに、学校側でデバイスの貸与などのケ

アは必要かもしれません。 

VRコンテンツの閲覧にはある程度の時間を割いていただく必要がござ

いますので、授業内で行うことで、年間の授業のスケジュールに影響

が出ないかどうかは、少し気になりました。 

教科書でない分、学んだ内容をあとから振り返れる仕組みがあれば良

い。 
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実証授業担当教員事後聴取結果 

（実証授業を行った担当教員の意見の聴取結果） 

 

１．授業の「到達目標」について、目標達成できると思うか？ 

すべての学生が達成できるとは思わないが、講義を通して自己学習す

る際にその道標としての役割も大きいと思う。 

 

２．授業担当者として、今回のＶＲアプリやコンテンツは使いやすい

と思うか？ 

慣れは必要ですが、十分使用できると思う。 

 

３．学生に操作指示を出す際、今回のＶＲアプリやコンテンツは指示

しやすいと思うか？ 

自身の使いやすさ同様に慣れは必要ですが、十分使用できると思う。 

 

４．学生にとって、今回のＶＲアプリやコンテンツは使いやすいと思

うか？ 

学生はこのような教材に対しての操作は問題ないと思われる。 

 

５．今回のＶＲコンテンツを使った授業で、従来の教材に比べて「学

生の理解度」は高まる（理解しやすくなる）と思うか？ 

３次元的な構造の理解のためには必要であり、学生の理解は深くなる

と期待される。 

 

６．今回のＶＲコンテンツを使った授業で、従来の教材に比べて「学

生の学習意欲」は高まると思いますか？ 

ＶＲコンテンツという新しい方略の「新しさ」と、これを使っている

「学生間の連携が多くなること」、その結果として学習意欲の向上につ

ながると思う。 
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７．今回のＶＲコンテンツを使うにあたっての「操作マニュアル」の

必要性は？ 

学生はすぐに使用できると思う。 

 

８．今回のＶＲコンテンツを使うにあたっての「教案（コマシラバ

ス）」は十分適切だったか？ 

ＶＲ使用の流れを講義者としてしっかり認識できるので適切だったと

思う。 

 

９．今回の実証授業におけるＶＲコンテンツとその活用法について、

担当教員としての感想、既存教材と比べて特に良かったところ、改善店

頭について教えて下さい 

学生一人ひとりの画面を共有できないために、全員に見てほしい画面

を提示できているのかが不明。 

 

10．今後もこのようなＶＲコンテンツを使った授業を行うにあたり、

担当教員として期待することがあれば教えて下さい 

今後、アニメーションのような３次元での動画があれば、顎運動や顔

面発生の教材として Powerful Toolになると思う。 

 

11．今後もこのようなＶＲコンテンツを使った授業を行うにあたり、

従来とは異なることにより想定される担当教員としての負荷や不安、懸

案事項があれば教えて下さい 

特になし 
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６．教員へのＶＲ研修 

（１）教員のＶＲ使用体験 

 

ＶＲを遠隔教育に導入することで、これまでの受動的態度で受講する

遠隔授業と異なり、学生は「いつでもどこでも」スマホを使って「主体

的・能動的」に操作できるようになる新しい教育へのチャレンジであ

る。 

しかも、このＶＲは、従来の対面授業や遠隔授業では苦手だった２Ｄ

（紙やスライド）上における講義による平面理解と異なり、「多角的に

立体的イメージで身体の部位を把握できる」特徴があり、専門教育初学

者には敷居が高かった歯科教育の学習効果を高めるものである。 

このようなＶＲという先端技術を活用した遠隔授業の採用は「多様な

背景を持つ学生が、どのような条件・環境下にあっても、頑張ったら夢

をつかめる歯科衛生士教育」の実現を目指すものとなるわけである。 

 

しかし、労力をかけて制作したＶＲコンテンツも、全教員がいつでも

どこでも使えなければ有効活用できないものと考えている。 

そこで、まずは教員対象に「ＶＲを活用した遠隔教育」への新しいチ

ャレンジへの意識共有と「先端的医療現場での３Ｄ導入状況」「ＶＲの

有効性」を講義するとともに、「ＶＲコンテンツの実体験」を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＲによる遠隔教育教育
の意義や医療現場の３Ｄ
導入状況を本校責任者、
本事業推進者、ＶＲコン
テンツ制作協力者が講義 

最新のＶＲ体験 本年度作成したＶＲコンテンツ体験 

多数の教員が参加 
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（２）体験した教員からの課題、展望 

 

教員自身からＶＲによる歯科衛生士教育の可能性を高く評価される結

果となった（下記 教員研修参加者アンケート結果参照）。 

 

さらに歯科衛生士教育の最前線にある多くの教員からＶＲによる歯科

衛生士教育が忌避されることなく、新規提案や改善案までも提言され、

ＶＲ導入への理解と、前向きに取り組む意欲が得られたことは、今後の

本事業への本校の取り組みだけでなく、他校への水平展開にも大いにプ

ラスとなるだろう。 

 

なお、「シンプル」で「スムーズに」操作できるとの高評価の一方

で、「操作の方法が慣れないうちは思い通りに行かず」と慣れないうち

の操作への戸惑いを感じた意見も見られたが、これについては、トラブ

ルシューティングやマニュアルの整備で対応可能と考える。 

 

 

＜教員研修参加者アンケート＞ 

１．研修を通じて、ＶＲ導入の取り組みや考え方を理解できたか？   

十分にできた

75%

できた

25%

ふつうである

0%

できなかった

0%

全くできなかった

0%

十分にできた できた ふつうである できなかった 全くできなかった
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２．事例や体験を通じて得られた、今後の授業への新たな展開や活用の

イメージ 

平面ではわからないことが立体になることでイメージしやすいと思っ

た。ただ、操作の方法が慣れないうちは思い通りに行かず、２Ｄの方

がいいなと思う部分もあった。それぞれの良さを生かせる方法を掴む

ことができるとより良い。 

３Ｄの映像等、この映像が国家資格等の２Ｄで見た場合どうなるの

か？ということをＶＲの中で比較して確認できたらさらに理解度が高

まるかもしれない 

珍しい器具等も３Ｄで確認できると学生はさらにイメージができやす

いかなと思った。 

 

 

３．今回の研修の感想や質問 

 

機械に詳しくなくても操作がとてもシンプルで、スムーズに自分の思

うように動かしたい方向に動かしたり、見たりすることができてとて

も驚いた。体内や口腔内の内側に入って、空間的に把握すると理解が

深まるのは素敵だと思った。いつでもどこでも学べる、質の高い教育

コンテンツになる。 

今回の体験だけでなく、様々な観点からトライ＆エラーを繰り返して

準備していくことで、より良いものが作っていけるように協力してい

きたい。 

貴重な体験ができた。研修ありがとうございました！ 
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７．今後の展望と予定 

（１）実証授業の拡大 

 

前掲の通り「口腔解剖学Ⅱ」のコマシラバス、教案に従い、被験者６

名に対して実証授業を実施した。 

次年度は、本年度制作した「解剖学」さらに今後制作予定の「生理

学」「口腔生理学」も含め、多数の学生に対する実証授業・検証と実際

の授業運用を行い、改善をすすめたい。 

 

（２）現状を検証・考察し、導き出される問題点、課題、展望 

 

本年度の検証では、遠隔授業にＶＲコンテンツを組み込んだ授業の進

め方が今後の課題として抽出された。 

そこで、「①３Dでの説明、②自分で VRで体験、③教科書などの従来

の画像での確認、という順序」などの提案を活かす改善の取り組みによ

って、ＶＲコンテンツを講義と分断しない、より効果的な遠隔教育実践

モデルの構築について研究と実践を行う予定である。 

また、実際の授業運営にあたっては、授業で活用できるようにトラブ

ルシューティングの資料を用意し対応する。 

 

（３）現在進行中の遠隔授業コンテンツへの取り組み 

 

本年度の実証研修でも「今後本格的に授業で使う場合は、もう少し講

義内容のボリュームが増えたほうが良い」「年間を通して教えるべき内

容と今回のスピード感とのバランスが気になった」といった意見もあ

り、ＶＲコンテンツの量とその開発スピードが必要となる。 

 

事業取り組み開始の遅れで開発継続中の「生理学」「口腔生理学」の

ＶＲコンテンツを次年度継続して取り組み完成させるとともに、追加コ

ンテンツの研究および必要に応じた開発準備を行うものとしたい。 
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（４）他校水平展開へ向けた取り組み 

 

次年度は遠隔教育コンテンツの作成および実践モデルの構築の完了と

当該授業科目受講対象となる学生への本格導入・検証を目指すものとす

る。 

 

この検証を踏まえて、作成したコンテンツの改訂および新コンテンツ

開発の討議とともに、さらに、他校に水平展開するための課題抽出・修

正、標準シラバスの作成準備、協力他校へのＶＲ教員研修に取り掛か

り、歯科衛生士教育・医療教育の発展に寄与することを目標とする。 

 

 


